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注射用放射性医薬品の取扱い時の注意について
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安全使用のために注意するポイント

骨シンチグラフィの検査のためにテクネチウム-99ｍ（99ｍTｃ）製剤を注射する予定であったが、並べ
て用意していた他の患者の脳血流測定検査用のヨウ素-123（123I)製剤を、誤って注射してしまった。

（事例 ）

注射用放射性医薬品の取り違えに関する注意事項１

調製済みの注射用放射性医薬品を複数準備する際は、取り違えに注意すること。

テクネチウム-99m（99ｍTc)製剤

ヨウ素-123（123I）製剤

塩化タリウム（201Tl）製剤

注射用放射性医薬品は、鉛などのシリンジシールドに覆われて
準備されるため、外観が非常に類似しており、取り違えを
起こさない工夫が必要です。

シリンジシールド

クエン酸ガリウム（67Ga）製剤

塩化インジウム（111Ｉｎ）製剤

取り違えて
ますよ～！！

Ｎｏ.３1 改訂版 7月２０２０年
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注射用放射性医薬品の調製

バイアルタイプ プレフィルドシリンジタイプ

注射用放射性
医薬品シリンジシールド

コンテナシールド

注射用放射性
医薬品

コンテナシールド

プランジャー

コンテナシールド内の
シリンジにプランジャー
を接続して取り出す。

シリンジシールドと
ディスポシリンジを
組み立て吸引する。
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発行者：
独立行政法人

医薬品医療機器総合機構 お問合せ先： 医療安全情報室

取り違えを起こさないための工夫２

調製準備の際に、必ず患者名等を記載した識別シールを貼ること。

識別用シールを貼る他に、注射用放射性医薬品を複数準備
する場合には、同じトレイに入れずに、1トレイに1注射用
放射性医薬品を準備することをご検討ください。

TEL  03-3506-9486（ダイヤルイン）
FAX  03-3506-9543 https://www.pmda.go.jp/
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シリンジに貼る「患者識別用シール」などは
メーカーからも提供されています。
取り違え防止のため、必ず貼りましょう！！

患者識別用シール

薬剤識別用シール

検査部位識別用シール

ID-○○○○
○○病棟

□□ △△様
740

740

ディスポシリンジ

シリンジシールド

ニードル

識別用シールの貼付例

××××

＊このPMDA医療安全情報は、公益財団法人日本医療機能評価機構の医療事故情報
収集等事業報告書及び医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に
関する法律に基づく副作用・不具合報告において収集された事例の中などから、
独立行政法人医薬品医療機器総合機構が専門家の意見を参考に医薬品、医療機器
の安全使用推進の観点から医療関係者により分かりやすい形で情報提供を行うも
のです。

＊この情報の作成に当たり,作成時における正確性については万全を期しておりま
すが、その内容を将来にわたり保証するものではありません。

＊この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課
したりするものではなく、あくまで医療従事者に対し、医薬品、医療機器の
安全使用の推進を支援する情報として作成したものです。

本情報の留意点

どこよりも早くPMDA医療安全情報を
入手できます！
登録はこちらから。
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